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凝 縮 多 成 分 系 の 爆 赫

第3報 アセ トニ トリル ･硝酸系液体混合物の爆轟

藤原修三*･日下部正夫**･疋田 強*

t. 序

肋報1)において我々はニトロメタンを各葡溶剤と混

合した歩合の畑轟称性について述べた｡

本敦は液体混合爆薬の一名であるアセトニトリル,

硝酸蔽合物の潜在に対する不活性液体添加の彫轡を調

べた突放の絡県を述べ,ニト｡メタンの歩合と比故す

る｡

2. 美 故 方 法

摘酸一水-アセトニトリル の汲合物はアセ三ナ2)幻

と呼ばれているが,ここでは水を含まぬ発建碑酸 (比

重:I.52)(NA)とアセトニトリJL,(AN)の二者混

合物を使用し,それをNA-AN, また両者の化学当魚

姶比混合物 (AN/NAIJ6.5/63.5)を(NA-AN)Btと

略記する｡

混合するとき,発熱するので,まずANに所要量の

NAを徐々に添加し,冷却しながら混合する｡混合比

の梓度は±Ⅰガである｡

爆速測定には外径12mm,内径10mmの硬質ガラス

管250mmを用い,起爆は導爆線 3cmを6号旬気雷管

につないだものにて行う｡

限界薬径を測定するためガラス管の径を小さくした

が,lnn 以下の坊合は装填が四連なため,くさび型

容等を用いた｡くFig.5)

その他 落梅感度,弾劾臼砲,就験を行った｡

3. 爽験 椿 異

化重点飴比取合物 (NA-AN)Btについて行った実

軸 栗を喪 Zに示す｡

褒 1 アセトニトリル硝酸丑冶比耽合助

の爆発特性

密 度 Po I.253g/ml
野道臼砲伍 (TNT=]00) 144
港税拭故 (5kgdrophammer)

>100cm

(NG 10cm2/2)
限界薬厚 (くさび洪故)

安 定 性

0.3mm以下

製適役58枚に不爆
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浪合比による爆速変化をFig.1に,又薬径による爆

速変化をFig.2に示す｡

内径 10mm のガラス管中では,AN-NA'系の NA

(硝故)が,30-50,Qo'(件横)の範囲で撫養し,化学
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No.5062(NA-

AN)JtghsStube如 =1.5nJnD-6,500m/scc叔姶

比の所で鹿大となる｡敦 lで見るように落槌感齢 ま苑

常に鈍く,燈力はペントリツト級の高い任を示す｡伝爆感度は非常に良く限界薬径は0

.3mm以下という小さい伍である｡安定性は悉

く徐々に酸化が進むので,一概のFP席爆薬である｡

Fig.)は (AN-NA)ALの

内径1･5,外径 3mmのガラス管中の燦轟読し写井であり爆速は

6,500m/Sc亡で･極めて定常的であることがわか

るoA. 不活性兼体の影野ニト｡メタンの偲轟に対して四塩

化炭楽 CCllとクtHlホルムCHCllとの効果の糞が明らかであったの

で,
本来験でも有梅性液体の代喪としてCHClJを,
無極性液件の代表としてCChを選び,燦轟阻止

効果の大小を蝕
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ミ板 (150×10×2mm)のくさびを作り,他市をアク

リルでカバーしアルミ域に放された燈痕より限界鵜厚を求めた｡この場合くさびの併科は5/I,200であり

.5/200にくらべ軽やかになっており,限界薬犀は

より正袖に湘定できる｡この方法で CCll,C

HCL8それぞれ20,00'を (AN-NA)Btに添加した系に

ついて5R放した結果,栽2の如き伍を御た｡喪 2 アルミ板くさび(Fig.6)による(AN-NA)
8Lの限界秦荘 (a)に対するCCllと

CHClJ20,00'添加の彫啓｡

dは感痕を残さない部分の長さEから計

辞｡典故 CCl一添加 CHCII添加

E(nm)Ld(nn) I(mm)Id(mn) 喪2の給県はFig.6の限界苑厚 く-0.3m

m)と野

しく界なP,約着は0102mm以下という驚くべき任を

示している｡この違いはおそらく,前者がアク9ル,

後者が,ア

ルミ炎のくさびであるgf,および両者の併科がかなり

界なることよ?盛が出たものと思われるが,(NA-AN)8tの限界薬径はこの歩合0.3Jnn以下

であることは拙爽であ9,又.

CCllとCHC18の抑制劾卿 こ明白な垂が存在

することも政であろう｡紬 として (1)アセトニト

リJV,報 汲合牌 は伝燥性が極

めて良い鼓力な液体臓 であること(2)このような伝爆性の良い臓

に対しても有軸性の液体であるクTTT7ホルムの方が,魚極性の液体である四塩化炭素よりも,伝

燦阻止効果が大きいことでこの併向は伝燥性の悪いニトtZメタンの場合と同じであること｡く

つ)この AN-NA系の爆薬は細い管中においても低速爆轟はニトロメタンの場合と同様

に故郷されなかったこと｡(4)AN-NA系はこのように強い伝爆性を持つにもかかわら

ず,蒋槌感度は Im以上という鈍感さであること｡(この理由はよく分らない

｡ さらに実験が必要である｡)などである｡本研究にあたり,御協力をいただいた日本カークツt,伊藤
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by8tre8kcameraandFig.4Eorthedependenceofdetonationvelocitiesuponthe

AdditionoEinnertliquids.

CriticAlthicknessofthesystem aCetOnitri1-Tlitricacid (･stoichiometriC)･CC1-or

･CHCl,W89measuredbytwoty阿 Ofthewedgemethod.

Theresults(Table2zLndFig.6)showsthediscrepancyinthevaluesofcritical

thickness,duetothediqeremceintheexperimentalconditions.

However.onecarlSeethatthecriticalthicknessofthistypeoEmixtureiSremark･

ablysmallandmoreoverthede点nitediqerenceinthediluenteqectlxtweenCCll aJ)a

CHCl-existssimikLrlyasinthecaseOEmitromethane(previouspaper)
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ダイナマイ トで無線塔を破壊

アメリカメリーランド州アナポリスにある紺野無

放送rii所の9本の600フィー ト鉄塔の内6本がCon-

lrolledmmolidon杜によりダイナマイ トで取こわ

された.各塔の足に約 lポンドの60%.ビラチンダイ

ナマイ トを22本浪てんした装んて物は地上約35フィ

ー トに放CZL畑苑でその伽分8フィー トを吹きとば

し塔を欠けた足の方向に例す｡糞てんの時に30コの

サンドバッグを放け作薬者や岡田地物を棲息やスタ

ラ･Jブの秤fRをBb'いr='｡

熔発から20フィー トしかはなれていない食堂も窓

ガラスを合板でおおったので焦燐であった｡廼鼓の

時効い凪や低い宅は鮎且と音を和らげる効果がある

が強風で導火鎖がねじれ糞てん物の2/)が爆発せず

塔が例れなかったという失敗もあった｡fB免田管は

この地区の無線伯母で盛男の恐れがあるので導火線

Yd.31.Nh3.1†和

発鼓を行った｡

Eng.NewsRecordL83(23)2L'69 本村 井

(治外技術ハイライ トよP)

恵ガラスをこわされない基礎爆破放去

イギリスランカスターの自家弟屯所の益虫取こわ

しにダービー市の rhrprcsslndtlStrhl牡が胡抑爆

破技術を使用した｡同比はこの外排水道路連投のた

めの石の除去などを行なっている会社であるが,こ

の益虫は花こう岩砕石を用いた鉄筋コンク1)- トで

ある従来の正揺空包工典を用いる方法に比しコス ト

が25%所要時間が;75% faS約できた｡6)如爆破法を

用いて25フィー ト×10フィー トX14フィー トの益虫

が周囲の窓を故紙せずに破砕できた｡益虫の決りは

苛牽ハンマーと放棄アセチレン切断投で取除いた｡
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